
ステッピングモーター  No.1 
 

ステッピングモーターは、時計の秒針が時を刻むように、パルス信号により一定角度ず

つ回転するモーターです。(＊1) 

ステッピングモーターはパルスモーターとも呼ばれ、パルス信号を入力すると一定の角

度ずつ回転し、1 つのパルス信号で回転する角度を「ステップ角」と言います。 

ステッピングモーターの回転速度は、パルス信号の速度（パルス周波数）に比例します。 

 

パルス信号の入力数に応じて回転角度を決められるので、位置決め制御を行うことがで

き、ステップ角が小さいほど正確な位置決めを行うことができます。(＊2) 

 

ステッピングモーターの種類 

ステッピングモーターには永久磁石形、可変リラクタンス形、ハイブリッド形等があり、

永久磁石形は、回転子に永久磁石を使用、 

可変リラクタンス形は、回転子に歯車状の鉄心を使用、 

ハイブリッド形は、永久磁石形と可変リラクタンス形の特徴を併せ持つ構造です。 

 

永久磁石形 

永久磁石形ステッピングモーターの回転原理の一例を下に示します。 

(図は簡略化されたものを使用) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 パルスごとに、電流を流すコイルを切り替える。 

電流を流したコイルの鉄心が励磁されて N 極になると、回転子の S 極を吸引して回転

子は回転します。 

永久磁石形ステッピングモーターは停止しているときにも保持力が働き、停止状態を保

ちます。 
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可変リラクタンス形 

可変リラクタンス形は、外側の固定子にコイルの巻かれた鉄心を複数配置し、その内側

で歯車状の回転子を回転させます。 

(固定子の)鉄心に巻かれたコイルに電流を流せば、鉄心は励磁して磁化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定子の励磁した鉄心に回転子の凸部分が吸引されるので、電流を流すコイルを切り替

えていけば、回転子は回転します。 

1 パルスごとに、電流を流すコイルを切り替えます。 

 

 

 

 

 

(＊1)  

パルス(パルス信号)とは、電源の ON／OFF を 1 サイクルとして数える入力信号です。 

 
 

 

 

 

 

 

1 秒間のパルス数をパルス周波数と言う。1 秒間にパルス信号が 50 回発信されれば 50Hz です。 

 

(＊2) 

例えば、ステッピングモーターをベルトコンベアの駆動用に使用する場合に、パルス数を調整すれ

ばコンベアを指定の位置に止めることができる。 

コンベアを指定の位置に止めるような制御方法を位置決め制御と言います。 

注釈 

ON
OFF 

パルス 

1 サイクル 

励磁した鉄心に回転子の凸部
分が吸引される I 

コイルに電流を流すと固定子
の鉄心は磁化する 

I 

I I

回転子は歯車状の鉄心 


